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〈小学校総合的な学習の時間部会 〉

研 究 主 題

児童の 自己学習 力の向上を図る個 に応 じた指導の充実

一 導門機関等との連携を生かした「安心・安全」にかかわる単元開発を通して 一

研 究 の 概 要

研 究 主題 の 設 定

総 合 的な学 習の時 間 をより豊かな内容 にしていくため には、児 童 一人 一 人 が主 体 的 に学

習を進 め、児 童 の 自 己学 習 力 の 陶上 を図 ることが第 一 と考 えた。そのためには、児 童 一人

一人 が切 実感 と見通 しをもって学 習 を行 うことが 屯要である
。そこで、一 人 一 人 の思 いや願

いを生かす 「個 に応 じた指 導 」を充 実 させ ることが 実現 への 第一 歩 と考え、本 研 究 主題 を設

定 した。

総 合的 な学習 の時 間 で「個 に応 じた指 導」を充 実 させ 、児 童 の学 び をより深 め、広 げるよう

にす るためには、学 習 の道 筋 を広 げる工夫 が必 要 である。そこで、学校 だ けでなく広く関係

機 関等 の人材 を浩用 することで、個 に応 じた学 習 活動 を効果 的 に展 開す るように、副 主題 を

「専門機 関等 との連携を通 して」と設 定した。

2研 究 の基 本 的 な考 え方 と視 点

本 年度 、開発 委 員 会 の研 究を進 めていく上 で次 の4点 を研 究 の視 点として掲 げる。

(1)安 全 ・安 心 にかかわる単元 開発

「安 全 ・安 心 にかかわる単 元 開発 」では、昨 今 必 要性 が高 まってきた非行 防lh教 育や 犯

罪 被 害 防ll撒 育 の観 点から、児 童の学 ぶカ を高め、学 んだことを実際 の生 活 に生かせる単

元 開発 に取 り組 んだ。総 合 的 な学 習 の時 間 にお ける課題 解決 学 習 を通 して、主 体 的 に学

習 を進 め、最 後 には 自分 の生命 と安 全を 自分 で守 る能力 を高 めることができる学 習 内容 とな

るように単 元 を開発 する。

(2)専 門機 関等との連 携

「専 門機 関等 との連携 」では、児 童 の学 習 内容 の深 まりにあわせ て、さらに専 門 的 な知 識

や プロとしての生 き方 と出会 わせるように、専 門機 関等 の人 材 とかかわ り合 う機 会 を設 ける。

児 童 との出会 いのタイミングや 、事前 の準備 、場の設 定 など配 慮 すべ き点を工夫 する。

(3)個 に応 じた指 導

「個 に応 じた指 導 」の充 実 を図 り、児 埴一 人 一 人 が主 体 的 な活 動 を進 められ るようにす る

ために、教 師 は児 童個 々 の課 題 意 識 を把 握 して、指 導 を行 うのか、また、課 題 解 決 の 実現

のため、児 童 に見 通 しをもった活 動 を意 識付 け、課 題解 決 をす るため に、児 童 一人 一 人 に

対 してどのような手 立てが有 効かを探 っていく。

(4)他 の教 育 活 動との 関連

「他 の教 育 活 動 との関連 」では、豊かな総 合 的な学習 の時 間の学 習を実 現す るために、ど

のような知 識 や能 力 等 が必 要 かを検 討 した。他 の教 育 活動 における学 習 の成果 を、総 合 的

な学 習 の時 間 で総 合 的 な学力 として発 揮 できるように工夫する。
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3研 究構想

教育界の動向
・新しい学力観の具現化
・安全教育の推進

東京都の緊急課題
非行防止・犯罪被害防止教育

学校 ・地域 の実態
・安全への意識 の向上

・防犯意識の必要性

目指 す 児 童 像

・,思考 ソ」・半[」匡斤プヲ・表 現 ノ」

の豊 かな子

・主 体 的 に人 と、か か わろう

とす る子

・安 全 ・防犯 意 識 の 高 い 子

児 童 の 実 態
・児童被害 の増力1コ
・犯罪の低年 齢化

保 護 者 の 願 い
・安全な学 びの場の確 立

・学力の向上 ・定着

児童の自己学習力の向上を図る個に応 じた指導の充実圃 一 専門機関等との連携を生かした「安心・安全」にかかわる単元開発を通して一

■

研 究 の 基 本 的 な 考 え 方 と 視 点

①佃に応 じた指導 ②他教科の関連 ③専門機関等との連携 ④安全 ・安心にかかわる単元開発
1

.

個 に応 じた 指 導
一汰 一人が主体的 ・創造

的な学習を進めていくた
めの手立てをさぐる。

他の教育活動との関連

より充実した総合の学習を

実現するために他教科での

学習との関連を意識する。

専門機関等との連携

専門的な知識にふれ、充

実した人とのかかわりが学

習をより豊かなものとする。

■

安か 安全に関する単元開発

児童の防犯・非行防止に対

する意識を高めていく。

皿 研 究 の 内 容

1「 安 心 ・安 全 」 にか かわ る単 元 開発

昨 今 、児 童 が事件 に巻 き込 まれ たり、誘 拐 等 の被 害 にあった りす ることが増 えている、一

方、児童 自身 が重 大な亨件 を引き起 こす ケースも見 られる。このことから、学校 にお ける非行

防 止・犯 罪 被 害防 止 教 育の 充実 が社 会的 なニーズとなっている。従 来 の道 徳 教 育や 、特別

活動 の 安全 指 導 に加 えて、総 合 的 な学 習 の時 間 におい て「安 全 ・安 心」を取 り上げることに

より、児 竜 自身 の危 険予 知 能力 、危機 回避 能力 を高 めるようにした。

O児 童 が 切実感 をもって学 べる素 材

総 合 的な学 習 の時 間 がね らうものは、非行 防止 ・犯 罪 被 害 防1ヒにかかわる対処 法 だけで

はなく、白ら学 習 課題 を設 定 し、自分 なりの解 決 方 法 で学 び を積 み 上 げることによって、自

己学 習 力 を高 めることである。この学 習 の素材 として、児 童 が 自分 の生 活 とかかわりがあり、

切実感 をもって追究 できる「安 心 ・安 全 」を取 り上 げることは効 果的 である。

O自 らの生 き方 につなげて学べ る素材

「安 心 ・安 全 」にかかわる学 習 課 題 を追 究す る過 程 では、児 童 が 自らの生活 や 生 活 環 境

を見直 す機 会 が多くなる。また、自分たちを守ってくれる大人 の存 在 を知 り、かかわりをもつこ

とで、自らの学 習 ばかりでなく、自身 の生 き方 を考 えるような学 習 の展 開が期 待 できる。

2専 門 機 関等 との連 携

・人 一一人 の児 童 の学習 ニーズ にこた えるためには
、教 師 の指 導 だけでなく、専 門的 な知

識や 経 験 を有 する外 部 人材 の括 川がより効 果 的であると考 えた。日々変 化 する社 会 の諸 事

象 を学 習 素材 とす るためには 、指 導 に適 切な情 報を提 供 す ることが求 められ る。そこで、今

日的 な情 報 に対応 していくため に、外 部 の人材 をどのような場 面 で活 用 するのが効 果 的 で

あるか 、また、どのようにかかわらせ ることによって効 果 を最 大限 に発 揮 できるかを模 索 した。

○ 地域 の人 々との交流

民生 委 員 や警 察 官 、スクー一ルサ ポー ターなどの地 域の人 材 は、児 童 と普段 から密 接 な関

係 にある。それらの人 々とのかかわりは親 近感 を高 め、地域 へのより深 い愛 着 へとつ ながる。
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○ 専 門家か ら学 ぶ

児 童 の課題 解 決 に向 けた学 習 が深まると、手 元 の資 料 だけでは対応 できなくなる。そこで、

専門 家 からより新 しくて臨 揚 感 のある情 報 を得 ることによって、鮮 明 な事 実と出会 うことができ

る。また 、専 門 家の職 業 に対 す る意識 は、児 童 にとって、その役 割 や使 命 感 といった本 物 の

生 き方 にふれ ることによって、自分 自身 の今後 の生 活 に必ずや 反 映されるであろう。

○ 企 業 やNPO(非 営利 組織)の 活用

企 業やNPOな どの 協力 を得 ることにより、今 まで の学 校 では 実現 不 可能 であった機 器 等

を活 用 した学 習 が 可能 となる。特 に、インターネットや携 帯 電 話 などに基 づく学 習 など専 門

的 な知 識 に裏 づ けされた活 動 は、児 童 の生 活 に生 きるものである。

3個 に 応 じた 指導

児 童 が主 体的 に総 合 的 な学 習 の時 間 の学 習 を 実現 す るた め に、 「個 に応 じた指 導 」

の充 実 を図 る。 児 童 一一・人 一人 の創 造 的 な学 習 意 欲 を持続 させ るた め に 、 どの よ うな

手立 て が有 効 か探 って い く。

O児 童 の課題 意 識 の 醸成

総 合 的 な学 習 の 時 間 の課 題 との出会 い は、 児 童 に とって は新 しい学 習 内 容 との 出

会 い とな る。 そ こで 、児 童 の経験 か ら課題 とな り うる材 料 を想 起 させ るた めに 多様

な方 法 で 課題 意 識 を高 めた。

O見 通 しを もった 学 習活 動 の展 開

常 に 学習 活 動 の ゴー ル を意 識 させ 、到 達す るた め の手 順 を明 らか にす る こ とに よ

って 、児 童 自身 が見 通 しを もった 主体 的 な活 動 に取 り組 め る よ うに して い く。

○ 相 互評 価 の視 点 の 明確 化

ク ラス全 体 と して の学 習 の レベ ル を向 上 させ るた めに 、教 師 が児 童 の 活 動 を価 値

付 け した後 、友 達 同1::に よ る相 互 評 価 を行 う。 相 互 評価 の観 点 を明 らか にす る こ と

を意 識 して い く。

4他 の教 育 活 動 との 関連

学 習指 導 要領 の ・部改 訂 により、総 合 的な学 習の時 間 と各教科等 との学習 内容の相互の

関連や計画 的な指導の充実が求められた。そこで、他の教 育 活動 と総 合 的 な学 習の時 間 との

関連 について工 夫 した。

○ 学 習活 動 の 前 に身 に付 けて お くべ き知 識 や 技 能等 の明確 化

総 合的 な学 習 の時 間 の学 習 の め あて を達 成す るた めに 、他 の 教 育活 動 で あ らか じ

め身 に付 けてお かな けれ ば な らない 知識 や 技 能 を 明 らか に した。 各 学 年 の年 間学 習

計画 を見 直 し、他 の 教育 活 動 の 学習 内容 が 総 合的 な学 習 の時 間 の 学習 活動 に反 映 さ

れ る よ う、題 材 構 成 の時 期 につ いて も配 慮 した。

○ 学 習活 動 を進 める上 で必 要な能力 の検 討

各 教科 等 、他 の教 育活 動 で学 習した内容 の関連 とともに、そこで身 に付 けた資 料活 用 能

力 、思 考 力 、などの能力 の総 合 的な学習 の時間 の学 習活 動 への生か し方 を検討 した。

0総 合 的 な学 習 の時間 で培われた諸能 力を他 の教 育活 動 に生かす

課題 解 決 の学 習等 を通 して培 われた能 力 は、そ の後 、他 の学 習 にも反 映 され ることが 貢

要 である。そのた めにも、総 合 的 な学 習 の時 開を単 なる知識 や 技 能 の習 得 に終 わらせず 、

他 の教 育活 動 へ の広 がりや 発 展 を意 識 したまとめを心 がけた。児 童 同 士 のかかわ り合 いの

発 展や 、社会 や理 科 、国 語といった各教 科 の学 習での表現 活動 の充 実を図 る。
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r1実 践 事 例

1単 元名 「安全なくらしをつ くろ う」(第5学 年)

(1)単 元について

充実 した学校生活 をお くるためには、児童 自身が

(5)単 元の計画 (16単 イ立時 間)

身のまわ りの生活 を見っめ、自ら安全 を確保できる

ようにす ることが求められる。このことは、正に児

童 自身の生活にかかわる間題であ り、切実感をもっ

て学習を行 うことができる素材であるととらえた。

そ こで、身の周 りの安全を考えることで自分の生活

を見直 し、 「自分たちのまわ りで起 きている問題 に

っいて 目を向け、解決策を考え番組に して発表 しよ

う」とい う学習 目標 を投げかけた。自分の考 えに沿

って追究、表現で きる学習を期待 した。

(2)個 に応 じた指導

本単元は非行防止 ・犯罪被害防.1ヒ教育を意識 した

ものになっているが、専門機 関等の人か ら話を聞き

質問をす るよ うな学習形態 とは異なる.今回の学習

ではあ らか じめ一'人一人の児童に安全について関

心をもってい ることを前提に学習を進めた。またま

とめる段階で も何度 も専門機 関等の人に質問をす

る機会 を設け、納得がいくまで学習を進めることが

できるよ うにした。

(3)他 の教育活動 との関迎

国語の 「話 し方 ・聞き方」の学習では事前に考え

ていた質問を発表 し、答えを記録するだけではなく

相手の話の内容 に合わせて質問の質を高めていく

ように指導 した。また、社会の 「安全な くらし」、

「情報産業」の学習 と深 く関連させ、番組づ くりを

するときには 「打ち合わせ ・原稿づ くり ・撮影のポ

イン ト」を地域のテ レビ制作部の関係者 と何度 も児

童が打ち合わせ ることにより、効果 的に表現す る能

力を高めるように した。

(4)外 部人材 の活用

児童の興味・関心に応 じた外部人材を決める際に

特 に配慮すべきことは、「児童がいつでもかかわれ

る人材」であった.児 童が何度も取 材活動をす るだ

けでなく、同 じ地域に住む人々の思いを児童に伝 え

てもらう双方 向の授業展 開を考えた。本単元の学習

を終えても登下校の際のあいさっや 、地域の祭 りで

の交流まで発展 させ、身近な人 としてこれか らの生

活の中でも意識化 させ るところまで期待 したい。

臓 力、 む 〈薯騨購

0課 題づ くりのために、身のまわ りの生活か

ら安全 を脅かす事象をあげてい く.

・「自分たちの 日常生活を振 り返って、危ない

な と実感 していることをい くつかあげてい

く,」

・「全員で作成 した危ないことをま とめた図を

見なが ら、活動 してい くグループを決定 して

い く。」

畢
繊 撚 翻

旨 噸 欝纈

O自 分 が も う少 し知 りたい 、調べ たい と思 う

こ とをゲス トテ ィー チ ャー に質 問す る.

・9グ ル ー プに分 かれ て、事 前 に質 問す る こ と

を ま とめて 、優先 順位 を決 めて グルー プ ご と

に質 問す る。

・質 問 した こ とをま とめて 、さ らに詳 しく調 べ

るた め に課題 を見 直す。

・た く さん あ る課題 の中か ら、詳 しく調 べて い

くこ とを一 本化 してい く。

・グル ー プで必 要 に応 じて 、再度外 部人材 に来

校 して も ら う。

・テーマ に沿 った番 組 を作 る。

・一本 化 した安 全 にか かわ る問題 につ いて 、解

決 策 を入 れ な が らVTR(画 像6枚)に まと

め る.

嘉
軋

生 か す 、w〈4時 間)

O製 作 したVTRを 見て、様 々な安全 ・防犯

に関す ることを知 り、再度、身の回 りの安全

について考 える。

・VTRを 見るだけではなく、お世話になった

人、地域の人 に情報を発信する.

・学校のセー フティ。教室の際の資料 として提

示す る.
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(6)本 時の展開(「 むか う段階」4時 間 単元6/16)

① ね らい 亡]分が安全について知 りたいと思 うことを、積極的 にゲス トティーチャー に質問す るこ

とを通 して安全なまちづ くりのための取組があることを理解する.

② 展開の大要

学 習 内 容

〔授 業前〕

グル ー プの質 問を明確 に してお く.

「災害 ・犯罪 ・テ ロ ・児童の 危険 ・不審者 ・ピー ポ君 の家

・どろぼ う ・交通 ・迷惑 な こと」

1本 日のオ リエ ンテー シ ョン

・学習 の流れ をつかむ 。

「身 の まわ りの 安全」 につ いて 自分 が知 りたい こ とを

ゲス トテ ィーチ ャー に質 問 しよ う。

・ゲ ス トテ ィー チ ャー を 知 る。

2分 か らないこと、知 りたいことについて質問を積極的

に行 う。

騰生 ・兜灘舞員 工 騰黙 ・児簸養農2 丁響鑛署貫

地域での安全に

かかわること

地域での安全に

かかわること

犯罪被害などに

かかわること

・ゲス トテ ィーチャーの話を聞 くことも大切であるが
、

今回の学習では 自分たちが これか ら調べていくこと

についても質問する。

・質問する中で、相手が一番伝 えたい ことを感 じ取 る.

また、聞いている中で生 じた質問も して もよい。

3今 後の学習の見通 しをもつ。

・本時の学習を振 り返 り、学習カー ドに記入す る。

→ 話を聞いたままにす るのではな く、自分で考 え必

要 と思 う情報な どを個人のカー ドにまとめてい く.

授業後

学習カー ドを担当に確認 して もらう。

評価 ・留意点

・3学 級の担任が担 当を3つ ずつに分

ける。

・ 活動場所を確認す る.

・外部人材に児童 の質問をある程度伝 え

てお く。

・ゲ ス トテ ィー チ ャー の職務 の概 要 な ど

を補 説す る。

・質問の優先順位 を確認 させ る。

【評価 ・学ぶ意欲】

・質 問を積極的に行い、分かった ことの

内容 を記録 として残 してい る。

【評価 ・学び方】

・質問事項を事前に考えた り、相手の話

し方に合わせて学習を進 めた りしてい

る。

・揚 当た り的な質問をす るのではな く、

児童の思い、外部人材の思いを事前 に

明確に してお く。

・児童のがんば りを認 め、今後の学習の

意欲付 けを行 う。

(7)考 察

「安全」にかかわる事象を総合的な学習の時間で扱 うことに関 して、事前に学習時間外は学習カー ド

を担 当が保管すること、学校内のインターネ ッ ト環境 のみを使用す ることを担 当教師で確認 しておいた。

そのため、人権上配慮 を要す ることに関 して、教師側 でほぼ把握することができた。児童は学習を始め

る段階で、安全 に関してたいへん興味 ・関心をもっていた。また、身近にいて知 らなかった 日ごろ安全

な生活を守る人々に今の段階で気付 くことができた。 この学習を設定 した最大の利点は、外部人材が、

「学校 にこれだけ蕩力できたことが うれ しい。普段思っていることを児童に伝 えられ てよかった.」 な

ど、双方 向の連携 ・協力ができたこ とである。
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2単 元名 「輝 け1わ た しの未来」(第6学 年)

(])単 元について

現在、全国的に少年犯罪が問題 となっている。東

京都においても、少年が被害者 となる事件 が少なく

ない。児童は、新聞やテ レビな どで少年がかかわっ

た事件な どを見聞 している。しか し、現実には 自分

の身近な問題 として とらえている児童は少ない。こ

れか らの 世の中を生きてい く児童 にとって 「犯罪を

起 こさない」「犯罪に巻き込まれない」能力や態度

を育てることが必要であると考える、

少年犯罪 にかかわる事象を素材 とした学習活動

をすることによって、犯罪を自分の身近な間題 とし

て切実感 をもって とらえることができると考 える、

そ して、この学習を通 して 自分たちが安全 に安心 し

て生活 して くためには どの ようにす ることが大切

なのかを考 えさせたい。さらに、ゲス トティーチャ
ー などとかかわる学習 を通 して人 としての在 り方

や生 き方 にっいても考 えることができるよ うに し

たい。

(2)個 に応 じた指導

ア ゲス トティーチャーの活用

児童が共通 の情報 を得るた めに警察等の諸機関

と連絡 を図 り身近で起 きてい る事件 について紹介

してもらう場を設ける.

イ 学習カー ドの活用

「少年犯罪」 について考 える学習 を計画するた

め、個々の経験や家庭環境な どを配慮 した計 画を立

て、学習を進めることが大切である。興味本位 の学

習にならないよ う個々の指導を しっか りと行いた

い。学習状況を把握 し適 切な指導 ・援助ができるよ

うに学習カー ドを活用 してい く。

(3)他 の教育活動 との関連

国語科の学習で養 った 「自分の考 えを発表、表現

するカ」、「調べたことをまとめ、表す力」、 「インタ

ビューする力」や社会科の 「資料を収集す るカ」、

「社会事象 を調べるカ」、算数科の 「図表 を読み取

るカ」、体育科 における保健分野の 「健康 に関する

知識」な どを生かして課題解決学習を展開できるよ

うにす る.

(4)専 門機 関等 との連携

ア 課題づく りにかかわるゲス トティーチャー

警察署少年課のスクールサポーターに身近な地

域 の犯罪 についての話を聞 く.自分たちの生活圏に

お ける具体的な話 を聞 くことによって、児童が関心

をもって学習に取 り組む ことができるよ うにす る。

イ 自分の課題 をより明確にするために、知 りたいこ

とや疑問に思 った ことを警察官、裁判所の調査官や

商店主にインタビュー した り、話を聞いた りする活

動を取 り入れ る.学 習の内容 を現実的にとらえ、自

分の課題 をよ り明確にできるよ うにしたい。

(5)単 元の計画 (14単 イ立口寺問)

欝 問}

(1)少年犯罪 につ いて

話 し合お う ②

①少年犯罪 の実態 につ い

て知る。(1)

②犯罪について考え、調べ

る計画を立てる。(1)

野懸
① 自分 の計画 に沿って調
べる。 ⑧

・資料、インターネ ッ ト等

で調べる

②専門 の人 に聞 きたい こ

とを考える。(1)

③犯罪 にかかわ る仕 事に

ついている人 に質問 し

た り、話 を聞い た りす

るn(1)本 時

④調べたことや話に聞い

たことか ら、新たな 自分

の課題を見付 ける。(1)

(3)被 害者 ・加害者 に

な らないための方法

を調べ、 これ か らの

生 活に役 立っマ ニ ュ

アルを作ろ う ④

① 課題 を決 め 、調 べ、ま と

め る。(3)

② 発表 会 を しよ う。(1)

(4)犯 罪に巻き込まれ
ない た めの各 自の考

えをま とめる。 ②

① 自分で調べたことや発

表会で見聞きしたこと

か ら、犯罪 に巻き込まれ

ない ようにす るにはど

うしたらよいかを考え

作文で表現す る。(2)

◇ 購らい

◆少年犯 罪 につ い

て知 り、身近な問

題 と して とらえ

ることができる.

0警 察署 少年課 の

人 に少年 犯罪 の

実 態等 の話 を し

てもらう。

◇犯罪 の態様や 現

状 につ いて調 べ

ることができる。

Oゲ ス トテ ィー チ

ヤー(警 視庁、家

庭裁判所、書店組

合)に 何を聞きた

い か を考 えて お

く。

◆被害者、力口害者 に

な らない こ とを

視 点 にお き調 べ

たことをまとめ、

発表 す る こ とが

できる。

◆犯罪に巻 き込ま

れないた めの必

要 な こ とを 自覚

す る こ とがで き

る。
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(6)本 時の展 開(7時 間 単元7/14)

① ね らい ・ゲス トテ ィー チ ャー にイ ン タ ビュー を して 自分 の問題 を解 決す るこ とがで きる1、

・ゲ ス トテ ィー チ ャー とのや りと りか ら犯 罪 にっいて 多面的 に考 え よ うと してい る。

② 展 開の大要

子 どもの活動 ・留意事項

]本 時の活動 の見 通 しを もつ。

・今 日の活動 を確認 す る。

聯門機開讐雛雛瀞灘難翻難汰たち雌麟騰の疑問礁鷺聞黛繍 離習を瀬購(、 問題解i斑櫃般立噸繊雛。

2課 題 を追究 す る。

・A 、B、C三 つの グルー プ に分かれ 、ゲス トテ ィー チ ャー に質問 を して 自分 の知 りたい こ とや 疑問

を解 決す る.あ らか じめ用意 してお いた 質問 を基 にグル ープ の司会が 話 を進 め る よ うにす る。
・12分 ずつ ローテ ー シ ョンを して どの ゲス トテ ィーチ ャー に も質 問で き る よ うにす る。

警察官

0犯 罪の種類や数(ひ った くり、空

き巣、詐欺等にっいて)は どのく

らいあるのだろうか。

O犯 罪は何時ごろ多いのだろうか。

O薬 物 には どの よ うな被害があ る

のか。

購

元裁判所調査官

○犯 罪 を起 こ して しま う人 は ど

うい う気持 ちです るのか、

○ どの よ うな家庭 環境 の人 が犯

罪をす るのか。

○少年 院での生活 で更正 され る

のか。

被害者(書 店組合)

○ どのよ うな本が万引 きされ るのか。

○万引きを見付けた らどのように対処す るのか。

○万引きされ ない工夫は しているか.

Oど のくらい万引きされているのかth

・時 間 内で は聞 くこ とが できな かった こ とや も う 度 確 か めたい ことな どを 自由に聞 きに行 き、質 問す

る時 間 を設 け る。

3本 時 の活 動 を振 り返 る。

・ゲス トテ ィー チ ャー か ら児童へ の メ ッセー ジな ど伝 えて もら う。
・イ ンタ ビュー を した 内容 をも とに、 自分 の課題 を考 え られ るよ うに ま とめる.

(7)考 察

専門職のゲス トテ ィーチ ャー との学習か ら、児童は様々な資料を基 にした調べ学習では解決できなか

った ことについて具体的に分か りやすい情報を得 ることができた。専門的な知識や経験を有す るゲス ト

ティーチャーの話は、児童の心に響 き、児童 白らの生き方を振 り返るきっかけにもなった。

この学習を通 して、児童は 日滑生活の中で、これ までより 「犯罪」に目を向けるよ うになった.安 心 ・

安全に生活を したい とい う気持 ちも高ま り、学ぶ楽 しさを体得す ることができた。
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3単 元名 「イ ン ターネ ッ ト、光 と影 」(第6学 年)

(1)単 元について

パ ソコンや携帯電話な どのハイテ ク機器 の普及

は、多 くの不rl∫能を可能 にしてい るn学 校にお ける

調べ学習では、自宅のパ ソコンか らインターネ ッ ト

を 自由に活用 して資料を引き出 して くる児童 もい

て、インターネ ッ トの便利 さを十分に感 じている。
一方
、快適に活用するための法整備やマナーの確立

が追い付かず、新たな犯罪の温床 にもなってお り、

児童の生活 にも影響を及ぼ している。す でにハイテ

ク機器のユーザー となっている児童に、安全で正 し

い活用の仕方を主体的に調べ させ、情報 リテラシー

とともに学ぶカを高めてい くことは重要 と考え、本

単元を設定 した.

(2)個 に応 じた指導

本単元で取 り上げる事象は、児童 の経験によって

個人差が生 じる。NPO法 人や企業 などの協力を得

て模擬体験を実施 した り、数多 く作成 されているパ

ンフレッ トな どの資料を効果的に提示 した りして、

児童の経験による個人差を縮めるように した.

課題解決に当たっては、同 じ課題 をもっグループ

で学習す ることによって、相互に刺激 し合い、高め

合 うような指導 ・援助を行 う。また、学習状況の共

有や 自らの学習の問題点に気付 けるよ うに助言す

る。

(3)他 の教育活動 との関連

国語科の「目的や意図に応 じて考えた ことや伝 え

たいことを的確に話す」学習、「考えた ことを効果

的に衷現す る」学習の成果 を生かす ようにす る。

また、社会科では、 「人々の安全を守る機 関の働き」

な どの既 習事項を想起 させながら、 「日的に合った

事象を具体的に調査 し、資料を効果的に活用する」

カ を生か して学習 を進 めるこ とができるように指

導 ・援助を行 う。自分の考 えを発衰、表現す るカ」、
「調べたことをまとめ、表すカ」、 「インタビューす

る力」や社会科の 「資料を収集する力」、「社会事象

を調べ るカ」、算数科の 「図表を読み取るカ」、体育

科における保健分野の 「健康 に関する知識」などを

生か して課題解決学習を展 開できるよ うにす る。

(4)専 門機関等 との連携

ア 模擬体験

実際の機器 を用いてパ ソコンや携帯電 話か らイ

ンターネッ トに接続す るな どして、好 ましい括用に

かかわる体験をさせ る。そのために、NPO法 人や

企業の協力 を得 るようにす る。

イ 専門家か らの取材

児童が 問題 として課題解決 に向けた学習を進め

られるように、イ ンターネ ッ トを媒介 とした犯罪な

どについて、現役の警察官か ら事例な どを聞き、危

機感や課題意識をもたせ るようにす る。

(5)単 元の計画 (]2単 位 時開)

匝査コ2時 間

インターネ ットや携帯電

話についてよく知ろ う

・イ ン ターネ ッ トの よ さ

と課題
・携 帯電 話の 課題

團7時 間
朝 家の話を里三二]

・インターネ ッ トと携帯電

話の便利な ところ
・インターネ ッ ト、携帯電

話 と犯罪
・携帯電話を使った模擬体

験

課題を渤 よう]

・ゲス トテ ィー チ ャー に さ

らに聞 きたい こ と

疑問を明 らかにして、 自

分の意見を持とう

・疑 問 を明 らか に した り、

自分 の意見 を聞 いて も

らった りす るた めに 、再

度 ゲ ス トテ ィー チ ャー

の招 致

・課題 の修 正

課題についてくわしく調
べ よう

・資料収 集 ・選択

・情 報交 換

塵 垂]3時 間

ハイテク機器 を安全に

使 うためのハ ン ドブ ッ

クを作ろう

・危 険が一 目でわ か る もの

・便利 さ と危 うさが分 か る

もの

受け取った人の感想を

伝え合おう。

・評価謙繭

【関心 ・意歓 ・態度】

・インターネットや携帯

電話の正しい使い方に関

心をもつ。

【関心 ・意欲 ・態度】

・危険を回避 して活用す

る方法を調べることに

関心をもつ.

1思考 ・判断】

・安全に使 うための方法

にっいて調べるための

課題をもつ。

【知識 哩 側

・ハイテク機器にかかわ

る基本的な用語を理解

する。

【思考 ・判断1

・情報を整理して課題 を

修正する。

・聞きたいことが相手に

伝わるように考えをま

とめる,、

【、思考 ・半IJ断】

・ハイテク機器の安全で

正 しい活用の仕方を考

える。

帳 能 張 現】

・収集 した情報を適切に

括用 して、 自分 らしい

パンフ レッ トにまとめ

る.

【関心 ・意欲 ・態度】

・学んだことを生かして

将来的によりよい利用

者になろ うとする。
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⑥

①

②

本時の展開(7時 間 単元2/]2)

ね らい ・インターネ ッ トや携帯電話のよさな ど模擬i体験や専門家の話 を通 して知 り、自分の学習

の方向性 をっかむ、

・インターネ ッ トや携帯電話にかかわる危険の回避 など、自分 の課題 を見付 けようとする。

展開の大要

難童の活動

1前 時を振 り返 り、インターネ ッ トや携帯電話の よさ

や問題点などについて確認す 軌、

2本 時の学習の進め方を確かめる。

もっとくわ しく専門家の話を聞こ う

・イ ン ター ネ ッ トや携 帯電 話 に かかわ る ゲス トテ ィ・一

チ ャー の話 を聞 く。

評備 ・譜慧壌項

・前時にま とめたカー ドを掲示 し、児童の意

識の方向付けを行 う。

・警察官とNPO法 人関係者 を紹介する。

【関心 ・意欲 ・態度】

イ ン ター ネ ッ トや 携 帯 電 話 の よ さや 問題 点

な どにっい て さらに調べ よ うとして いるか。

警 察 官

イ ン ター ネ ッ ト

や携 帯電話 を利

用 した犯罪 の実

際

Aグ ループ

Bグ ループ

NPO法 人関係者

イ ンター ネ ッ ト

や 携 帯電 話の便

利 さ、模擬体験

・学級 を2分 割

し、少人数で充実

した体験 が で き

るよ うに配慮す

る。

3イ ンターネ ッ トや携帯電話の よさや 問題点などにか

かわる課題 を考える.

白分の経験やゲス トテ ィーチャー の話な どか らイ

ンターネ ッ トや携帯電話の よさや問題 点な どにか

かわる課題 を考えよう。

・簡単な感想 を書いて発表 し合い、課題 にな りそ うな

ことを見付 ける.

4本 時の学習 を振 り返る。
・本時に話題 に上らなかった事柄についても、課題 意

識 をもって考え出す ことを知る.

【思考'判断】

ゲス トティーチャーの話を基 にして安全に

正 しく活用するた めに追究すべき課題 を考

える.

・課題 にな りそうな児童の発言は板書にとど

めるようにす る。

・感想 カ ー ドに記入 させ る。

(7)考 察

本単元では、ゲス トティーチャーに2度 来校 して児童の疑 問に答えてもらう形 をとった。児童に と

って携帯電話などIT機 器 をめぐる事件は、ややもす ると新聞やテ レビで見聞する自分 とはかかわ り

のない出来事のように考えがちである。今回、直接、警察官から話を聞いた ことで、多 くの児童が人

ごとではない とい う切実感 をもった。また、NPO法 人な どの協力による模擬体験は、自分の課題を

設定するよいきっかけになった。このことから、個々の児童が課題を絞 り込み、 自分 らしさを生か し

た調べ学習が展開できた。再度のゲス トティーチャー との学習での児童の質問は、まさにその児童な

らではの質問 となるなど、 一一人 一人の学びが鮮明になった単元学習であった。
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V研 究 の ま と め

【 成 果 】

1安 全 ・安心 にかかわ る単 元開発

・ 児 童が 口常生活 と常にかかわっている「安全 ・安 心」にかかわる素材は
、児 竜の主体 的な課

題解決 学習の題 材として適 切である。

「安 心 ・安 全」にかかわる素材 を媒介とした学習 は、児童の生活 の場である地城 を見っめ直

す ・一・っの視 点として有効 である.

「安心 ・安全 」にかかわる事象を媒 介とした学 習は、その後の児童 の危 険予知 能力 、危機 回

避 能力を高 めるとともに、地域や保 護者 と密着 した活動に発展するものであった。

2専 門機 関等 との連携

ゲストティーチャーとの事前 の打ち合わせを周到 に行うことで、児 童の学習ニーズにこたえる

学習が展 開できる.

児童 の学習課題 に応 じて、ゲストティーチャーのかかわり方など、学習 形態 を工夫することが

ゲストティーチャーの効果 的な活用 にっながる.

児竜 がゲストティーチャーと身 近に接す る場を設定 することで、地域の人 々とのふれあい、地

域への愛着 がより深まる.

児童の学習課題 に関する専門家との出会 いは現実 と密接 に対 峙する貴重な経 験となる。

3個 に応 じた指導

児童が学習 課題 を設定する際の指 導 ・援助を適 切に行うためには、児童 が 口常考えている

ことの意識 調査や 学習 内容 に関する体験などの実態調査 を活用することが効 果的 である。

児童が主体 的な課題解 決を継続 的に行うようにするためには、学習 の過程 で児童の活動へ

の「価値 付 け」を全 体の場 で行 うことが有効 である。

次の学習活動 に対する意欲を高めるためには、1時問1時 間の豊かな学 習経験の積み重 ね

が大 切である。

4他 の教 育活 動 との 関連

総合 的な学 習の時 間の学習活動 において、教 師が適切な指 導 ・援 助 ・助 言を行 えるように

するためには、他 の教科などで確 実に身に付 けておかなけれ ばならない能力を明確 にしてお

く必要 がある。

社会科 の資 料活 用能 力や、算数 でのグラフ化 の知識 や技能 など、各教 科等 で身に付 ける

べき諸 能力を高めることが、児 童の主体 的な学習 につながる.

学習 内容 によっては、他の学 習との関連を考え、単元配列などを工夫 する要 である。

【 課 題 】

1外 部 人材 とかかわ る際の教師 の役割 と評価

外部 人材 とのよりきめ細やかなかかわりを実 現しようと、人数を増 や し少 人数 グループでの学

習活動 の場を設 定すると、逆 に児童 一人一 人 に 口が届かなくなってしまう.個 の学習状 況を評

価 しつつも全体 を掌握 するためには、事 前の児童の課題解 決の状況を詳しく把握した上で活 動

に臨まなくてはならない。

2関 係機 関等 との相互連 携の充 実

学習 に協力 をしてくれる専 門機 関等の関係 諸機 関のニーズと学校のニーズの調整を図り、相

亙にメリットがある遮携の在り方を明らかにする必要 がある。
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